
静嘉堂は、岩崎彌之助（三菱第二代社長）と小
彌太（三菱第四代社長）の父子二代によって建
設されました。現在、国宝7点、重要文化財83
点を含むおよそ20万冊の古典籍と6,500点の
東洋古美術品を収蔵しています。
図書を中心とする文庫は、1892年の創設以
来、和漢の古典籍の収集に努め、保存を主とし
た専門図書館として活動してきました。
美術館は文庫創設100周年の記念事業として
建設され、1992年4月にオープンしました。彌
之助の収集が絵画、彫刻、書跡、漆芸、茶道
具、刀剣など広い分野にわたるのに対して、小
彌太は、特に中国陶磁を系統的に集めている点
が特色となっています。

静嘉堂文庫美術館 旧岩崎邸は1896年に岩崎家本邸として建てられ
ました。英国人建築家ジョサイア・コンドル※によっ
て設計されたものです。木造2階建・地下室付き
の洋館は、本格的なヨーロッパ式邸宅で、近代日
本住宅を代表する西洋木造建築。1階ホールには
何本もの部材を組み合わせて作られた見事なトスカ
ナ式の列柱があり、アカンサスをモチーフにしたジャ
コビアン様式の装飾が施されています。
洋館と和館をつなぐ渡り廊下の天井は、舟底を模
した舟底天井と呼ばれるつくりになっており、海運
業でスタートした三菱というメッセージが込められて
います。

旧岩崎邸庭園

三
菱
商
事
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
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五代将軍徳川綱吉に仕えた柳
沢吉保の下屋敷跡。造園当時
から小石川後楽園と並んで江戸
の二大庭園に数えられていたも
のを岩崎彌太郎（三菱初代社
長）が買い取り、日本庭園として
整備しました。久彌が新婚時代
を過ごした地でもあります。1938
年、久彌が市民のための公園に
と東京市（当時）へ寄付しまし
た。1953年には、国の特別名
勝に指定されています。
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六義園

1878年、彌太郎が大名屋敷跡などを買
い取り、自らの指揮で日本庭園に造成し
ました。当時、池のほとりにはコンドル設
計の洋館がありました。深川親睦園と命
名し、三菱の社員クラブ兼ゲストハウスと
して利用しました。庭園は、関東大震災
で大きな被害を受けましたが、この時災
害時の避難場所としての役割を果たし、
多数の人命を救いました。岩崎家では、
こうした庭園の持つ防災機能を重視し、
1924年、東京市（当時）に寄付しました。

清澄庭園

こ
ん
に
ち
は
。マ
ー
ク・キ
ー
ガ
ン
で
す
。

米
国
三
菱
商
事
に
勤
務
後
、

現
在
は
三
菱
商
事（
東
京
本
店
）の
Ｉ
Ｒ
部
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、特
集
「
わ
た
し
た
ち
の
原
点
」の
番
外
編
と
し
て
、

貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
三
菱
ゆ
か
り
の
建
造
物
や

庭
園
の
中
か
ら
、広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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【所在地】
東京都世田谷区岡本2-23-1
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【所在地】
東京都江東区清澄2・3 丁目

1891年開設。共同創始者である小野義真（日本鉄
道会社副社長）、岩崎彌之助、井上勝（鉄道庁長官）
の頭文字をとって「小岩井」と命名されました。開設
当時、見渡す限りの不毛の原野でしたが、土づくりや
植林により緑豊かな大地へと生まれ変わりました。
1899年からは久彌が継承して場主になり、畜産振興
を目指して種畜の生産供給事業を主体とし、また、乳
製品の製造技術の確立を図り、わが国の酪農、乳業
事業の発展に貢献しました。
1938年には自立した経営を行うべく、小岩井農牧株
式会社（本社:東京都千代田区丸の内）を設立し、
農場はその事業所となりました。

小岩井農場

【所在地】　岩手県岩手郡雫石町丸谷地36-1

特
集
番
外
編
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六義園

【所在地】
東京都文京区本駒込2-28-21

1924年、岩崎久彌（三菱第三代社長）によ
って設立された東洋文庫は、東洋学全般にわ
たる専門図書館・研究所です。国内最大で、
国際的にも世界五指の一つに数えられ、東洋
学の研究図書館として高く評価されています。
その基礎は1917年、当時中華民国総統府
顧問を務めていたG.E.モリソンの所蔵する中
国関連欧文文献2万4,000冊、地図版画
1,000枚にのぼる『モリソン文庫』を久彌が日
本の文化・教育のためにと購入したことに始ま
ります。
現在の蔵書数は約95万冊。その中には国宝
5点、重要文化財7点も含まれています。蔵
書は現在も、年間1万冊ほどのペースで増え
ています。

東洋文庫
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春日通り

旧岩崎邸庭園

【所在地】
東京都台東区池之端1-3-45

※ジョサイア・コンドル
工部大学校造家学科（東京大学工学部建築学
科の前身）の教官として1877年に英国から来
日。教鞭をとるかたわら、数多くの洋館の建設に
携わった。上野博物館、鹿鳴館、ニコライ堂など
の代表作がある。
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六義園

【所在地】
東京都文京区本駒込6 丁目

1

2 3

1. 洋館外観　2. トスカナ式列柱のある1階ホール　3. 渡り廊下の舟底天井

喜多川歌麿『高島おひさ』

『解体新書』

マルコ・ポーロ
『東方見聞録』

完成予想図（2010年12月竣工予定）。現在
建て替え工事が行われていますが、工事期間中
も閲覧室は従来通り利用することができます。

小岩井農場の酪農発祥地である「上丸牛舎」には、牛舎4棟とレ
ンガサイロ2基があり、国の登録有形文化財となっています

〔写真提供:東洋文庫〕
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日比谷通り

行
幸
通
り

Ｊ
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東
京
駅

丸の内仲通り

東京ビル
TOKIA

新東京ビル

三菱東京UFJ
銀行本店

東京国際フォーラム

至 有楽町

東京中央郵便局
（現在建設中）

丸の内仲通りビル
（地下に社員食堂）

三菱ビル

丸ビル 新丸ビル

丸の内二丁目ビル
（旧：文部科学省ビル）

丸の内MY PLAZA
（明治安田生命ビル）

丸の内中央口

JR東京駅

東京メトロ丸ノ内線 東京駅

郵船ビル

東京メトロ千代田線 二重橋前駅都営三田線 日比谷駅 都営三田線 大手町駅

三菱商事ビル
丸の内パークビル
丸の内ブリックスクエア

三菱一号館美術館

MC magazine 3637 MC magazine

三菱商事が本店を置く丸の内は、
ビジネスの中心街であると同時に、
ショッピングやグルメ、カルチャー、
エンターテインメントが楽しめる場として、
ますます注目を集めています。
魅力的な街へと発展し続ける丸の内をご紹介します。

丸の内パークビルディングの地下1階から4階に
位置する商業ゾーン「丸の内ブリックスクエア」に
は、高感度でこだわりのあるファッションや雑貨、
素材にこだわる日本各地の食の名店や日本初進
出の海外のレストランなど、36店舗が軒を連ねて
います。ランチタイムや仕事帰りにふらっと立ち寄
るもよし、休日に家族で訪れるもよし、思わぬ新発
見や感動を味わえること請け合いです!

●丸の内ブリックスクエア

丸の内に復元された三菱一号館は、「三菱一
号館美術館」として2010年4月に開館します。
開館記念展として、2010年4月6日（火）から
7月25日（日）まで、オルセー美術館の全面的
な協力により、同館所蔵品を中核に、国内外
の主要美術館・所蔵家の作品で構成された「マ
ネとモダン・パリ」展を開催。日本で“近代絵
画の創始者”マネの作品をまとまった形で見る
ことができる、貴重な展覧会です。ぜひ、足を
運んでみてはいかがでしょうか。

●三菱一号館美術館

変貌を遂げる丸の内 大手町・丸の内・有楽町地区再開発計画推進協議会

中嶋利隆 事務局長　　西 達也 事務局次長

　

大
手
町
・
丸
の
内
・
有

楽
町
地
区
再
開
発
計
画

推
進
協
議
会
は
20
年
間
に

わ
た
り
、
公
民
さ
ま
ざ
ま

な
組
織
と
一
体
と
な
っ
て
街

づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

丸
の
内
の
街
づ
く
り
の

特
徴
は
、
道
路
側
に
低
層

部
を
張
り
出
さ
せ
、
通
り

と
ビ
ル
と
を
近
づ
け
て
い

る
こ
と
。
に
ぎ
わ
い
を
感

じ
さ
せ
る
街
並
み
に
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
街

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

能
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、

４
月
の
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ィ
ー
ク

ス
、
夏
休
み
の
エ
コ
キ
ッ
ズ

探
検
隊
、
打
ち
水
を
は
じ

め
、
各
種
の
音
楽
・
芸
術

イ
ベ
ン
ト
も
盛
ん
に
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
丸
の
内
は
、
全

く
の
オ
フ
ィ
ス
街
。
休
日

に
は
人
通
り
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
も
の
で
す
。
し
か

し
最
近
は
仲
通
り
を
中
心

に
有
名
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

が
多
数
進
出
。
２
０
０
２

年
に
竣
工
し
た
丸
の
内
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
と
、
続
け
て
完

成
し
た
商
業
施
設
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
５
に
は
他
地
域
へ

移
動
し
て
い
た
方
も
、
丸

の
内
に
と
ど
ま
っ
て
食
事

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む

機
会
が
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
高
級
ホ
テ

ル
も
進
出
し
、
街
の
機
能

は
高
度
化
。
海
外
か
ら
研

究
・
視
察
に
訪
れ
る
方
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

街
と
の
対
話
を
楽
し

み
、
知
的
な
刺
激
を
受
け

て
、
働
く
皆
さ
ん
の
業
務

に
も
新
し
い
発
見
が
あ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。東京都が認定したアー

ティストに活動場所を開
放する事業「ヘブンアー
ティスト」も丸の内で開
催されている

　

日
本
の
近
代
オ
フ
ィ
ス
街
発

祥
の
地
・
丸
の
内
の
歴
史
は
、

１
８
９
０
年（
明
治
23
年
）、
政

府
の
要
請
に
よ
り
三
菱
第
二
代

社
長
・
岩
崎
彌
之
助
が
丸
の
内

一
帯
を
取
得
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
も
と
も
と
は
皇
居
に
隣
接

し
た
軍
の
演
習
場
だ
っ
た
こ
の
地

に
、
彌
之
助
は
、
日
本
初
の
西
洋

式
オ
フ
ィ
ス
街
を
つ
く
り
上
げ
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
思
い
描
き
ま
し
た
。

　
「
三
菱
一
号
館
」は
、
鹿
鳴
館
や

ニ
コ
ラ
イ
堂
な
ど
、
日
本
に
多
く

の
近
代
建
築
を
残
し
た
英
国
人

建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
に

よ
っ
て
設
計
さ
れ
、
１
８
９
２
年

に
着
工
。
約
２
年
半
の
工
期
を
経

て
、
１
８
９
４
年
に
竣
工
し
ま
し

た
。
丸
の
内
で
最
初
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
の
誕
生
で
す
。
そ
の
後
、
丸

の
内
に
は
次
々
と
赤
レ
ン
ガ
造
り

の
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
街
並

み
は「
一
丁
倫
敦（
ロ
ン
ド
ン
）」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

１
９
６
８
年
、
三
菱
一
号
館
は

そ
の
役
目
を
終
え
解
体
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
回
三
菱
地
所
が
行
っ

た
復
元
工
事
で
は
、
約
２
３
０
万

個
の
赤
レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ
、
当

時
の
設
計
図
や
保
管
部
材
な
ど

を
使
用
す
る
な
ど
、
内
外
装
共

に
明
治
期
の
姿
が
忠
実
に
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
な
く
、
文
化

的
に
も
充
実
し
た
街
づ
く
り
を
描

い
た
丸
の
内
草
創
期
の
思
想
を

改
め
て
認
識
す
る
と
い
う
目
的
に

沿
っ
て
、「
三
菱
一
号
館
美
術
館
」

と
し
て
復
活
し
た
三
菱
一
号
館
。

丸
の
内
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
重
厚
で
明
治
の
薫
り
漂
う
一

号
館
に
は
、
連
日
多
く
の
人
々
が

足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
丸
の
内
の

歴
史
と
と
も
に
、
三
菱
の
足
跡
は

こ
の
先
も
語
り
継
が
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

三
菱
一
号
館
か
ら
始
ま
る
丸
の
内
の
歴
史

丸の内と有楽町の“おへそ”
に位置し、ショップやレストラ
ンに加え、丸の内に芸術・
文化を発信する三菱一号館
美術館や、丸の内を象徴す
る緑豊かな広場があります。

丸の内パークビルディング・
三菱一号館 ［丸の内周辺］

MARUNOUCHI 
TOUR

三菱が払い下げを受けたころの
丸の内の様子

かつての三菱一号館（写真提供:三菱地所） 復元された三菱一号館（写真:ホンマタカシ）

三菱
一号
館の
復活
には
、

こん
な歴
史的
な意
味が

ある
ので
すね
。

2010年4月6日
開館

丸の内パークビルディング足元の「一号館広場」

「丸の内仲通りガーデニングショー」

LED約85万球でライトアップされた
「丸の内イルミネーション2009」

エドゥアール・マネ
「すみれの花束をつけたベルト・モリゾ」
オルセー美術館　1872年
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